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仏
教
と
神
信
仰
と
の
融
合

　

仏
教
と
神
信
仰
の
融
合
は
日
本
で
は

「
神
仏
習
合
」
と
呼
ば
れ
、
し
ば
し
ば
日

本
の
宗
教
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
よ
う
に

説
か
れ
る
。
だ
が
、
宗
教
や
信
仰
の
融
合

は
世
界
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
ご
く
普
通
に

存
在
し
、
ア
ジ
ア
の
各
地
に
も
広
く
見
ら

れ
る
。
日
本
の
宗
教
を
考
究
す
る
に
は
、

そ
の
融
合
の
様
相
を
他
の
地
域
の
融
合
の

諸
相
と
比
較
し
、
そ
れ
ら
の
共
通
性
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
ご
と
の
差

異
を
明
確
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な

る
と
考
え
る
。
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
、
各

地
域
の
宗
教
、
そ
し
て
思
想
、
文
化
の
個

性
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
私
た
ち
は
、
現
在
、
科
学
研
究
費
の
補

助
を
受
け
た
共
同
研
究
「
日
本
に
お
け
る

仏
教
と
神
信
仰
の
融
合
に
関
す
る
総
合

的
研
究—

—

ア
ジ
ア
と
の
比
較
の
視
座
か

ら—
—

」（
基
盤
研
究
（
Ｂ
）、
研
究
代
表

者
吉
田
一
彦
、
平
成
二
六
〜
二
八
年
度
）

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
二
〇
一
四
年
度
は
、

共
同
研
究
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
九
月
一
一

日
〜
一
七
日
に
中
国
山
東
省
の
寺
・
廟
・

山
岳
信
仰
な
ど
の
調
査
を
、
三
月
一
七
日

〜
二
二
日
に
中
国
四
川
省
の
大
足
の
石
刻

群
の
調
査
を
実
施
し
た
。

　
山
東
省
で
は
、
泰
山
に
登
っ
て
山
岳
信

仰
、
冥
界
信
仰
の
原
点
と
で
も
い
う
世
界

に
触
れ
、
神
通
寺
址
、
黄
石
崖
、
大
仏

頂
、
開
元
寺
址
、
雲
門
山
石
窟
、
駝
山
石

窟
、
孔
子
廟
、
霊
厳
寺
、
魚
山
、
山
東
省

博
物
館
、
山
東
石
刻
美
術
博
物
館
、
青
州

博
物
館
、
緇
川
市
博
物
館
な
ど
を
調
査
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
大
足
で
は
、
北
山
石

刻
、
宝
頂
山
石
刻
、
南
山
石
刻
、
石
篆
山

石
刻
、
妙
高
山
石
刻
、
尖
山
子
石
刻
、
石

門
山
石
刻
、
四
川
博
物
院
な
ど
を
調
査
し

て
、
宋
代
の
貴
重
な
銘
文
や
、
観
経
変
相
、

地
獄
変
相
、
父
母
恩
重
経
変
相
、
六
道
輪

廻
図
、
千
手
観
音
像
、
釈
迦
涅
槃
像
、
孔

雀
明
王
像
、
水
月
観
音
像
、
道
教
の
三
清
、

山
王
土
地
な
ど
の
諸
像
を
実
見
し
、
さ
ら

に
釈
迦
・
老
子
・
孔
子
が
一
緒
に
ま
つ
ら

れ
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
多
く
の

知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
調
査

　
二
〇
一
五
年
度
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ

イ
、ダ
ナ
ン
、ホ
イ
ア
ン
、フ
エ
の
祠
・
寺
・

廟
・
亭
な
ど
の
宗
教
施
設
を
調
査
し
、
ベ

ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
宗
教
研
究
院
と
学
術

の
交
流
を
行
な
っ
た
。
以
下
に
そ
の
概
要

を
記
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
調
査
日

程
は
二
〇
一
五
年
九
月
一
〇
日
〜
一
七
日
、

参
加
者
は
、
吉
田
一
彦
、
佐
藤
文
子
、
二

階
堂
善
弘
、
荒
見
泰
史
、
曾
根
正
人
、
伊

藤
聡
、
高
井
龍
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
五
年
九
月

一
〇
日　
ハ
ノ
イ
へ
。
西
湖
府
、
鎮
国
寺
、

鎮
武
観
、
玉
山
祠
。
大
西
和
彦

氏
と
学
術
交
流
の
打
ち
合
わ

せ
。
ハ
ノ
イ
泊
。

一
一
日　
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
宗
教
研

究
院
に
て
学
術
交
流
。
昼
食

会
。
文
廟
、
法
雲
寺
、
寧
福
寺
、

建
初
寺
、
古
書
店
。
ハ
ノ
イ
泊
。

一
二
日　
ホ
ア
ル
ー
址
、
デ
ィ
ン
・
テ
ィ

エ
ン
・
ホ
ア
ン
祠
、
レ
・
ダ
イ
・

ハ
ン
祠
（
工
事
中
）、
ビ
ッ
ク

ド
ン
、
陳
廟
、
普
明
寺
。
ハ
ノ

イ
泊
。

一
三
日　
ダ
ナ
ン
へ
。
カ
オ
ダ
イ
教
ダ
ナ

ン
聖
堂
、
チ
ャ
ム
美
術
館
、
ホ

イ
ア
ン
泊
。

一
四
日　
ホ
イ
ア
ン
の
祠
・
寺
・
廟
。
法

宝
寺
、
信
義
祠
、
関
公
廟
、
広

調
査
報
告

　
ベ
ト
ナ
ム
で
の
学
術
交
流
と
祠
・
寺
・
廟

　
　—

二
〇
一
五
年
度
の
調
査
か
ら—
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肇
会
館
、
福
建
会
館
、
ホ
イ
ア

ン
世
界
文
化
遺
産
セ
ン
タ
ー
、

五
行
山
、
日
本
人
墓
（
具
足
君
、

番
二
郎
）。
ホ
イ
ア
ン
泊
。

一
五
日　
ホ
イ
ア
ン
の
祠
・
寺
・
廟
。
ハ

イ
ヴ
ァ
ン
峠
を
経
由
し
て
フ

エ
へ
。
峠
の
ア
ム
、
玉
盞
山

神
祠
、
慈
孝
寺
、
報
国
寺
（
釋

本
慧
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。
フ

エ
泊
。

一
六
日　
フ
ッ
ク
テ
ィ
ッ
ク
村
へ
。
村
の

家
、
宗
教
施
設
、
福
宝
寺
。
フ

ヘ
へ
。
妙
諦
国
寺
、
慈
曇
寺
。

フ
エ
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
。

一
七
日　
ハ
ノ
イ
経
由
に
て
帰
国
。

学
術
交
流

　
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
宗
教
研
究
院
と

の
学
術
交
流
は
、
同
院
客
員
研
究
員
の
大

西
和
彦
氏
⑴
と
、
私
た
ち
の
共
同
研
究

チ
ー
ム
の
佐
藤
文
子
氏
⑵
の
企
画
に
よ
っ

て
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
宗
教
研
究

院
お
よ
び
両
氏
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
る
。

　
宗
教
研
究
院
で
は
大
変
温
か
い
歓
迎
を

受
け
、
ベ
ト
ナ
ム
の
宗
教
、
思
想
、
文

化
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
知
見
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
交
流
と
な
っ

た
。
当
日
は
、
最
初
に
グ
ェ
ン
・
ク
ォ
ッ

ク
・
ト
ゥ
ア
ン
院
長
か
ら
歓
迎
の
あ
い

さ
つ
と
宗
教
研
究
院
の
概
要
紹
介
が
あ

り
、
続
い
て
吉
田
が
訪
問
の
挨
拶
と
一
行

の
紹
介
を
行
な
っ
た
。
大
西
和
彦
氏
の

丁
寧
な
通
訳
に
よ
り
、
言
葉
が
正
確
に

伝
わ
っ
た
の
が
あ
り
が
た
か
っ
た
。
私

た
ち
は
著
書
、
論
文
等
を
寄
贈
し
、
宗

教
研
究
院
か
ら
貴
重
な
参
考
文
献
と
な

る
刊
行
物
（『
宗
教
研
究
』Religious 

Studies,vol.4-8,2010-2014

）
の
寄

贈
を
う
け
た
。

　
私
た
ち
は
、
吉
田
一
彦
「
ア
ジ
ア
の
中

の
日
本
の
神
仏
習
合
」、
佐
藤
文
子
「
日

本
宗
教
の
現
況
お
よ
び
そ
の
生
成
過
程
」

の
二
つ
を
報
告
し
、
宗
教
研
究
院
か
ら
は

日
本
か
ら
の
事
前
の
質
問
に
応
答
す
る
と

い
う
形
で
、
グ
ェ
ン
・
ク
ォ
ッ
ク
・
ト
ゥ

ア
ン
院
長
の
「
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
宗
教

の
混
交
、
統
合
と
そ
の
諸
段
階
」、
伝
統

宗
教
・
信
仰
研
究
室
長
の
グ
ェ
ン
・
グ
ォ

ク
・
マ
イ
氏
の
「
ベ
ト
ナ
ム
の
葬
送
儀
礼
」

お
よ
び
「
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
巡
礼
と
山

岳
信
仰
」、
宗
教
理
論
室
長
の
チ
ャ
ン
・

ア
ン
・
ダ
オ
氏
の
「
ベ
ト
ナ
ム
の
祖
先
信

仰
」
お
よ
び
「
ベ
ト
ナ
ム
の
信
仰
に
お
け

る
儒
教
の
影
響
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
論
が

報
告
さ
れ
た
。

　
私
は
、
日
本
の
宗
教
の
融
合
の
様
相
と

ア
ジ
ア
諸
地
域
に
お
け
る
融
合
の
諸
相
と

を
比
較
、
考
究
し
よ
う
と
企
図
し
て
こ
の

研
究
を
進
め
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ま
で
に

中
国
、
韓
国
、
台
湾
、
あ
る
い
は
内
モ
ン

ゴ
ル
自
治
区
な
ど
を
調
査
し
て
き
た
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
。
佐
藤
氏
は
、
日

本
の
宗
教
の
現
況
を
近
世
・
近
代
の
宗
教

史
の
展
開
の
中
か
ら
説
明
し
、
日
本
の
歴

史
学
・
民
俗
学
な
ど
に
お
け
る
宗
教
理
解

や
日
本
文
化
論
を
め
ぐ
る
言
説
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。
そ
の
上
で
、
日
本
宗
教
史
の

特
質
を
「
固
有
性
」
と
い
う
観
点
か
ら
で

は
な
く
、「
地
域
性
」
か
ら
と
ら
え
よ
う

と
す
る
研
究
視
座
を
提
示
し
た
。

　
グ
ェ
ン
・
ク
ォ
ッ
ク
・
ト
ゥ
ア
ン
氏
か

ら
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
は
宗
教
の
融
合
に
つ

い
て
「
混
交
宗
教
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、

ま
た
自
分
で
は
「
統
合
」
と
い
う
概
念
が

ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
て
お
り
、「
シ
ン
ク

レ
テ
ィ
ズ
ム
」
概
念
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い

と
す
る
見
解
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
上
で
、

外
来
の
儒
仏
道
三
教
と
ベ
ト
ナ
ム
の
神
信

仰
と
の
混
交
、
統
合
の
歴
史
的
諸
段
階
が

論
じ
ら
れ
た
。
次
い
で
、
グ
ェ
ン
・
グ
ォ

ク
・
マ
イ
氏
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
の
葬
送
儀
礼

に
お
け
る
八
段
階
の
手
順
に
つ
い
て
、
詳

細
に
そ
の
作
法
や
意
味
が
説
明
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
巡
礼
に
つ
い
て
山

岳
信
仰
の
観
点
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
、
寺

院
と
廟
が
し
ば
し
ば
山
上
に
併
置
さ
れ
る

こ
と
、廟
に
は
山
神
（
女
神
）
が
ま
つ
ら
れ
、

祭
礼
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
論
説

さ
れ
た
。
次
い
で
、
チ
ャ
ン
・
ア
ン
・
ダ

オ
氏
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
祖
先
崇
拝
と

儒
教
と
の
関
係
は
百
年
に
も
お
よ
ぶ
研
究

史
を
持
つ
大
き
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
こ

と
、
フ
ラ
ン
ス
人
学
者
、
ベ
ト
ナ
ム
人
学

者
な
ど
に
よ
る
多
く
の
研
究
が
あ
る
こ
と
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な
ど
が
具
体
的
に
紹
介
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

ベ
ト
ナ
ム
の
祖
先
信
仰
に
儒
教
の
影
響
は

薄
い
と
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
自
分
は
儒

教
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の

実
相
を
解
明
す
る
た
め
こ
こ
十
年
ほ
ど
村

落
内
の
信
仰
を
研
究
し
て
い
る
と
の
論
説

が
な
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
、

曾
根
正
人
氏
、
荒
見
泰
史
氏
の
質
問
に
丁

寧
な
応
答
が
あ
り
、
予
定
の
時
間
を
大
幅

に
超
過
し
て
交
流
会
が
終
了
し
た
。
終
了

後
、
グ
ェ
ン
・
ク
ォ
ッ
ク
・
ト
ゥ
ア
ン
院

長
の
お
世
話
で
昼
食
会
が
行
な
わ
れ
、
美

味
し
い
ベ
ト
ナ
ム
料
理
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
宗
教
、
歴
史
、
文
化
な
ど
学
問
の
話

に
花
が
咲
い
た
。

ハ
ノ
イ
中
心
部
の
寺
と
祠

　
次
に
、
今
回
訪
れ
た
祠
・
寺
・
廟
の
い

く
つ
か
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。
今

回
の
行
程
に
は
、
ハ
ノ
イ
日
本
語
ガ
イ
ド

ク
ラ
ブ
の
会
長
を
務
め
る
ブ
・
タ
イ
・
チ

ン
氏
が
ガ
イ
ド
と
し
て
同
行
し
て
く
れ
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
通
訳
な
ど
を
行
な
っ
て

く
れ
た
。

　
ハ
ノ
イ
の
第
一
日
目
に
は
町
の
中
心
部

に
あ
る
西
湖
府
を
訪
れ
た
。
西
湖
府
は
西

湖
に
突
き
出
る
半
島
の
先
端
に
あ
り
、
山

神
で
あ
る
柳
杏
聖
母
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

私
は
、
中
国
の
『
出
三
蔵
記
集
』
や
『
高

僧
伝
』
な
ど
に
描
か
れ
る
廬
山
の
湖
廟
の

神
や
山
神
の
こ
と
⑶
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
参
道
を
進
ん
で
い
っ
た
。
参
道
に
は
お

供
え
な
ど
を
販
売
す
る
露
店
が
並
び
、
そ

の
中
に
神
へ
の
願
い
事
の
文
書
を
書
い
て

く
れ
る
店
が
あ
る
。
こ
の
文
書
を
「
疏

（só
）」
と
い
い
、
黄
色
い
用
紙
に
朱
色

で
文
様
が
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
漢

文
で
願
い
を
書
き
入
れ
て
住
所
、
氏
名
な

ど
を
記
入
す
る
。
参
道
の
一
番
奥
右
側
の

店
に
て
佐
藤
氏
が
こ
の
疏
を
書
い
て
も

ら
っ
た
。
こ
れ
を
府
内
の
祭
壇
に
供
え
て

か
ら
府
内
の
炉
で
燃
や
す
と
願
い
事
が
天

に
届
く
と
い
う
。

　
西
湖
府
の
正
殿
は
、
疏
を
書
い
て
く
れ

た
方
に
よ
る
と
、
前
殿
が
「
公
同
（
コ
ン

ド
ン
）」、
奥
宮
が
「
班
母
（
バ
ン
モ
ォ
）」

と
い
う
ら
し
い
。
前
殿
に
は
道
教
の
神
々

が
ま
つ
ら
れ
、
奥
宮
に
は
柳
杏
聖
母
と
上

岸
聖
母
、
水
宮
聖
母
が
ま
つ
ら
れ
る
。
ま

た
、
右
隣
に
は
「
山
荘
（
ス
ン
チ
ャ
ン
）」

と
呼
ば
れ
る
建
物
が
あ
り
、
上
岸
聖
母
な

ど
の
女
神
の
山
神
が
ま
つ
ら
れ
る
。
私
た

ち
は
、
ベ
ト
ナ
ム
最
初
の
訪
問
地
で
聖
母

信
仰
、
山
神
信
仰
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
、

強
い
印
象
を
受
け
た
。
な
お
、
今
回
の
調

査
で
は
、
フ
エ
の
玉
盞
山
恵
南
殿
で
も
上

岸
聖
母
、
水
宮
聖
母
な
ど
の
聖
母
信
仰
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
次
に
、
西
湖
の
中
の
小
島
に
あ
る
鎮
国

寺
を
訪
れ
た
。
寺
ま
で
は
橋
を
渡
っ
て
い

く
。
橋
の
渡
り
口
に
は
放
生
の
た
め
の
放

し
亀
が
売
ら
れ
て
い
た
。
伊
東
照
司
氏
に

よ
る
と
、
鎮
国
寺
は
六
世
紀
に
創
建
さ
れ

た
と
伝
え
る
古
寺
で
、
十
七
世
紀
に
現
在

写真 1　西湖府の参道の疏

写真 2　西湖府の柳杏聖母像
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地
に
移
転
し
た
と
い
う
。
寺
内
に
は
十
四

の
石
碑
が
残
り
、
そ
の
う
ち
阮
朝
の

一
八
一
五
年
の
石
碑
の
記
述
か
ら
、
現
在

の
建
物
が
十
九
世
紀
初
め
に
修
造
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
い
う
⑷
。

　
本
堂
の
屋
根
に
は
「
鎮
国
古
寺
」
の
寺

号
が
端
正
な
漢
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。
中

に
入
る
と
、
本
堂
上
殿
に
ず
ら
り
と
仏
菩

薩
の
像
が
並
び
、
壮
観
で
あ
る
。
仏
菩
薩

の
壇
は
、
日
本
の
雛
飾
り
の
段
飾
り
の
よ

う
に
奥
が
高
く
な
っ
て
い
て
、
少
し
ず
つ

手
前
に
低
く
な
り
な
が
ら
何
段
に
も
わ

た
っ
て
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
奥
の

最
上
段
が
三
世
仏
で
釈
迦
と
阿
弥
陀
と
弥

勒
の
三
如
来
。
そ
の
次
が
釈
迦
三
尊
で
釈

迦
如
来
と
阿
難
尊
者
と
迦
葉
尊
者
。
そ
の

次
が
阿
弥
陀
三
尊
で
阿
弥
陀
如
来
と
観
音

菩
薩
、
勢
至
菩
薩
。
そ
の
次
が
弥
勒
三

尊
で
弥
勒
菩
薩
と
文
殊
菩
薩
と
普
賢
菩
薩
。

そ
の
次
が
准
胝
観
音
。
そ
の
次
が
釈
迦
誕

生
仏
と
梵
天
と
帝
釈
天
、
そ
し
て
一
番
手

前
が
釈
迦
涅
槃
像
と
な
っ
て
い
る
。
左
右

の
通
路
ぞ
い
に
は
地
獄
の
十
王
が
並
ん
で

い
る
。

　
本
堂
に
は
、
他
に
多
く
の
神
々
が
ま
つ

ら
れ
て
い
る
。
ハ
ノ
イ
歴
史
研
究
会
の
サ

イ
ト
に
よ
る
と
、
そ
れ
ら
は
チ
ャ
ン
・
フ

ン
・
ダ
オ
（
陳
興
道
）、
三
蔵
法
師
、
関
帝
、

徳
翁
、
護
法
神
で
あ
る
と
い
う
⑸
。
陳
興

道
は
十
三
世
紀
の
実
在
の
人
物
で
、
ベ
ト

ナ
ム
が
元
の
攻
撃
を
受
け
た
時
、
モ
ン
ゴ

ル
軍
と
勇
敢
に
戦
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
を
守
っ

た
著
名
な
将
軍
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
諸
々
の

宗
教
施
設
で
神
と
し
て
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

徳
翁
は
土
地
の
神
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
宗
教

施
設
で
し
ば
し
ば
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
鎮

国
寺
に
は
、
ま
た
祖
師
堂
が
あ
り
、
こ
の

寺
で
活
躍
し
た
過
去
の
僧
た
ち
や
聖
母
な

ど
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
チ
ェ
ッ
ク
バ
ッ
ク
湖
の
南
に
あ

る
鎮
武
観
を
訪
れ
た
。
こ
こ
は
巨
大
な
真

武
大
帝
像
（
玄
天
上
帝
）
が
ま
つ
ら
れ
る

道
観
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
高
さ
三
・

九
六
メ
ー
ト
ル
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
で
重
量
が

四
ト
ン
も
あ
る
と
い
う
。「
真
武
大
帝
」

は
も
と
「
玄
武
大
帝
」
と
い
い
、
四
霊
の

一
つ
の
玄
武
を
人
格
化
し
て
神
に
し
た
も

の
で
、
北
方
の
守
護
神
と
さ
れ
て
い
る
と

い
う
⑹
。
中
国
で
は
、
宋
代
か
ら
こ
の
神

に
対
す
る
本
格
的
な
信
仰
が
展
開
し
た
が
、

大
中
祥
符
五
年
（
一
〇
一
二
）
に
宋
朝
の

祖
の
趙
玄
郎
の
諱(

い
み
な)

を
さ
け
て

「
玄
武
」
の
名
を
「
真
武
」
と
あ
ら
た
め

た
と
い
う
⑺
。
同
行
の
二
階
堂
善
弘
氏
が

こ
の
神
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
く
れ
、

こ
の
神
が
ベ
ト
ナ
ム
で
ま
つ
ら
れ
て
い
る

こ
と
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
次
に
、
ホ
ア
ン
キ
エ
ム
湖
の
小
島
ゴ
ッ

ク
ソ
ン
島
に
あ
る
玉
山
祠
を
訪
れ
た
。
こ

こ
も
橋
を
渡
っ
て
祠
へ
と
進
ん
で
行
く
。

入
口
を
入
る
と
す
ぐ
に
筆
塔
が
あ
り
、
そ

の
下
に
石
敢
当
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
そ
の
隣
に
小
さ
な
山
神
廟
が
あ
っ
て

中
に
山
神
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
玉
山
祠

の
本
殿
に
は
、
前
殿
に
関
帝
、
呂
祖
、
文

昌
帝
君
が
ま
つ
ら
れ
、
後
殿
に
は
チ
ャ

ン
・
フ
ン
・
ダ
オ
（
陳
興
道
）
が
ま
つ
ら

写真 3　鎮国寺

写真 4　玉山祠のチャン・フン・ダオ（陳興道）像
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れ
て
い
る
。
私
は
こ
こ
で
、
陳
興
道
が
ベ

ト
ナ
ム
の
人
々
に
と
っ
て
偉
大
な
人
物
で

あ
り
、
神
で
あ
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ハ
ノ
イ
東
部
の
古
寺

　
ハ
ノ
イ
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
最
初
期
の
寺

院
が
あ
る
。
私
た
ち
は
、
ハ
ノ
イ
東
郊
の

タ
イ
ン
・
ク
ィ
ン
村
に
あ
る
法
雲
寺
（
別

名
チ
ュ
ア
・
ダ
ウ
、
ダ
ウ
寺
）
を
訪
れ
た
。

こ
こ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
仏
教
の
初
伝
説
話

を
持
つ
寺
で
あ
る
。
二
世
紀
、
こ
の
地
域

は
ル
イ
・
ラ
ウ
（
臝
　
）
と
呼
ば
れ
、
イ

ン
ド
僧
が
訪
れ
て
仏
教
を
伝
え
た
と
い
う
。

説
話
で
は
、カ
ラ
ー
チ
ャ
ー
ル
ヤ
〈
黒
師
〉

と
い
う
イ
ン
ド
僧
が
こ
の
地
に
き
て
、
榕

樹
（
ガ
ジ
ュ
マ
ル
）
の
木
の
下
の
小
屋
で

暮
ら
し
て
い
た
。
マ
ン
・
ヌ
ン
（
蛮
娘
）

と
い
う
娘
が
こ
の
僧
の
弟
子
に
な
っ
て
仏

教
を
学
ん
で
い
た
が
、
あ
る
時
、
こ
の
僧

が
娘
が
地
面
で
寝
て
い
る
と
こ
ろ
を
ま
た

ぐ
と
、
娘
は
妊
娠
し
、
子
が
生
ま
れ
た
。

カ
ラ
ー
チ
ャ
ー
ル
ヤ
は
娘
を
榕
樹
の
所
に

連
れ
て
い
き
呪
文
を
唱
え
る
と
割
れ
て
穴

が
あ
き
、
赤
子
を
中
に
入
れ
る
と
穴
は
閉

じ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
カ
ラ
ー

チ
ャ
ー
ル
ヤ
が
マ
ン
・
ヌ
ン
に
授
け
た
杖

が
あ
り
、
旱
魃
の
時
に
こ
の
杖
を
地
面
に

さ
す
と
水
が
湧
き
出
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

榕
樹
は
枯
れ
て
川
に
落
ち
、
流
れ
て
ダ
ウ

村
に
や
っ
て
き
た
。
神
の
お
告
げ
が
あ
っ

て
こ
の
榕
樹
か
ら
四
つ
の
神
像
を
掘
り
出

す
と
、
一
つ
掘
り
出
す
ご
と
に
、
順
に
、

五
色
の
雲
が
出
現
し
、
雨
が
降
り
、
雷
が

鳴
り
、
稲
妻
が
空
に
輝
い
た
。
そ
れ
ら
四

つ
の
神
像
を
ま
つ
っ
た
の
が
法
雲
寺
、
法

雨
寺
、
法
雷
寺
、
法
電
寺
で
あ
る
と
い
う

⑻
。
現
在
も
法
雲
寺
に
は
、
法
雲
神
像
が

本
尊
と
し
て
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

　
私
た
ち
は
法
雲
寺
で
本
尊
の
法
雲
神
像

に
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
強
い
衝
撃
を
受

け
た
。
そ
れ
は
黒
色
も
し
く
は
濃
褐
色
と

い
う
べ
き
濃
い
色
の
女
神
の
坐
像
で
、
衣

服
を
着
し
、
冠
を
か
ぶ
っ
て
い
た
。
仏
教

寺
院
、
し
か
も
ベ
ト
ナ
ム
最
古
と
い
う
伝

承
を
持
つ
仏
教
寺
院
の
本
尊
は
、
仏
像
で

は
な
く
、
神
像
で
あ
っ
た
。
脇
士
に
は
、

玉
女
像
と
金
童
像
が
ま
つ
ら
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
は
独
特
の
美
し
い
女
性
像
で
あ
っ
た
。

同
寺
に
は
、
他
に
仏
菩
薩
、
神
、
人
物
の

像
が
多
数
ま
つ
ら
れ
⑼
、
説
話
に
登
場
す

る
カ
ル
ー
チ
ャ
ー
ル
ヤ
像
も
ま
つ
ら
れ
て

い
た
。

　
私
た
ち
は
、
さ
ら
に
寧
福
寺
、
建
初
寺
、

普
明
寺
を
訪
れ
た
。
い
ず
れ
の
寺
も
、
本

堂
の
上
殿
の
仏
菩
薩
の
像
は
鎮
国
寺
と
同

じ
よ
う
に
階
段
状
に
配
置
さ
れ
る
形
式
に

な
っ
て
い
て
、
奥
の
最
上
段
が
三
世
仏
、

そ
の
次
が
釈
迦
三
尊
と
い
う
よ
う
に
、
何

段
に
も
わ
た
っ
て
多
数
の
仏
像
が
林
立
す

る
よ
う
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　
寧
福
寺
（
別
名
チ
ュ
ア
・
ブ
ッ
・
タ
ッ

プ
、
ブ
ッ
タ
ッ
プ
寺
、
筆
塔
寺
）
で
は
、

傑
作
と
し
て
知
ら
れ
る
千
手
観
音
菩
薩
像

（
一
六
五
六
年
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
象

に
乗
る
半
跏
の
普
賢
菩
薩
像
、
苦
行
釈
迦

如
来
像
な
ど
名
品
ぞ
ろ
い
の
仏
菩
薩
像
の

数
々
に
間
近
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
筆
塔
寺
の
名
の
由
来
と
な
っ
た
塔

を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
木
造
三
層

の
積
善
庵
は
、
碑
文
の
記
載
か
ら

一
六
八
一
〜
一
六
九
一
年
の
成
立
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
内
に
は
回
転
塔
（
九

品
蓮
華
回
転
塔
）
が
あ
る
。
報
厳
塔
は
五

層
の
石
塔
で
、
レ
リ
ー
フ
が
美
し
い
。
碑

文
か
ら
開
山
の
啜
啜
禅
師
の
墓
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
と
い
う
⑽
。

　
境
内
の
最
奥
に
は
御
影
堂
が
あ
る
。
こ

写真 5　法雲寺の法雲神像

写真 6　寧福寺の千手観音菩薩像
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こ
に
は
、
三
人
の
王
妃
、
王
女
の
坐
像
が

安
置
さ
れ
て
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る

「
女
性
と
仏
教
」
の
問
題
を
考
え
る
手
が

か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。

宗
教
施
設
の
並
立

　

私
た
ち
が
建
初
寺
（
チ
ュ
ア
・
キ
ン
・

サ
）
に
到
着
し
た
時
は
す
で
に
午
後
五
時

を
過
ぎ
て
お
り
、
門
が
閉
じ
ら
れ
て
い
た

が
、
ガ
イ
ド
の
チ
ン
さ
ん
が
お
寺
の
方
に

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
幸
い
に
も
門
が
あ

き
、
拝
観
が
許
さ
れ
た
。
こ
の
寺
院
も
ベ

ト
ナ
ム
を
代
表
す
る
古
寺
で
、
中
国
か
ら

来
た
無
言
通
と
い
う
禅
僧
が
活
動
し
た
こ

と
で
知
ら
れ
る
。
上
殿
に
は
階
段
状
に
仏

菩
薩
の
諸
像
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

向
か
っ
て
右
の
通
路
を
進
む
と
、
無
言
通

禅
師
像
や
李
朝
の
太
祖
像
が
ま
つ
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
本
堂
の
背
面
に
は
五
つ
の

仙
人
世
界
を
描
い
た
レ
リ
ー
フ
が
ま
つ
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
堂
の
向
か
っ
て

左
奥
に
は
聖
母
堂
が
あ
り
、
聖
母
像
や
五

王
な
ど
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
建
初
寺
が
所
在
す
る
地
に
は
、

同
一
敷
地
に
三
つ
の
施
設
が
並
ん
で
い
る
。

向
か
っ
て
一
番
左
が
建
初
寺
、
そ
の
右
隣

が
村
の
神
を
ま
つ
る
タ
イ
ン
・
ゾ
ォ
ン
・

デ
ィ
ン
（
亭
）、
そ
し
て
一
番
右
が
人
民

委
員
会
の
施
設
で
あ
っ
た
。タ
イ
ン
・
ゾ
ォ

ン
・
デ
ィ
ン
（
亭
）
も
、遅
い
時
間
で
あ
っ

た
が
、
内
部
の
拝
観
が
許
さ
れ
た
。
こ
こ

に
は
「
天
上
神
」
の
像
が
ま
つ
ら
れ
て
お

り
、
額
に
は
「
扶
童
天
王
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
建
初
寺
と
タ
イ
ン
・
ゾ
ォ
ン
・
デ
ィ

ン
（
亭
）
は
、
正
面
入
口
に
は
両
施
設
の

間
に
境
が
あ
る
が
、
中
に
入
っ
て
裏
に
ぬ

け
て
い
く
と
連
続
し
た
敷
地
で
往
き
来
が

可
能
に
な
っ
て
お
り
、
同
一
敷
地
に
仏
教

寺
院
と
神
を
ま
つ
る
施
設
と
が
並
立
す
る

形
態
に
な
っ
て
い
た
。

　
普
明
寺
（
別
名
チ
ュ
ア
・
タ
ッ
プ
、タ
ッ

プ
寺
）
は
、
陳
朝
第
三
代
の
仁
宗
の
遺
骨

を
収
め
る
四
角
十
四
層
の
普
明
塔
が
あ
る

こ
と
で
知
ら
れ
る
。
こ
の
塔
は
、

一
三
〇
五
年
、
陳
朝
第
四
代
英
宗
に
よ
る

建
立
だ
と
い
う
。
仁
宗
（
李
乾
徳
）
は
退

位
後
に
出
家
し
て
禅
の
修
行
を
行
な
っ
た

こ
と
で
知
ら
れ
、
英
宗
も
晩
年
に
出
家
し

て
禅
僧
に
な
っ
た
と
い
う
⑾
。
君
主
の
出

家
は
、
ア
ジ
ア
の
仏
教
史
を
考
え
る
上
で

重
要
な
論
点
の
一
つ
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

普
明
寺
の
す
ぐ
近
く
に
陳
廟
が
あ
る
。

こ
こ
に
は
陳
朝
の
王
十
四
人
が
ま
つ
ら
れ
、

あ
わ
せ
て
チ
ャ
ン
・
フ
ン
・
ダ
オ
（
陳
興

道
）
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
陳

廟
に
て
、『
陳
廟
と
タ
ッ
プ
寺
』
⑿
の
著

者
で
あ
る
ト
リ
ン
・
テ
ィ
・
ン
ガ
氏
に
出

会
い
、
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。

陳
廟
は
一
二
三
八
年
に
建
立
が
は
じ
ま
り
、

写真 9　左が建初寺、右がタイン・ゾォン・ディン

写真 7　建初寺の無言通禅師像

写真 8　タイン・ゾォン・ディンの天上神像
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一
二
六
二
年
に
完
成
し
た
と
い
う
。
こ
の

地
に
は
も
と
陳
の
重
光
宮
が
あ
り
、
普
明

寺
は
そ
の
重
光
宮
に
隣
接
し
て
あ
り
、
の

ち
に
境
内
地
が
拡
大
し
て
い
っ
た
と
い
う
。

な
お
、
現
在
、
王
宮
址
の
発
掘
調
査
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
に
は
、
神
を

ま
つ
る
施
設
と
仏
教
寺
院
と
が
同
一
敷
地

あ
る
い
は
隣
接
敷
地
に
並
立
し
て
建
立
さ

れ
る
事
例
が
確
認
で
き
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
に
は
人
々
の
信
仰
が
息
づ
い

て
い
る
。
そ
れ
は
、
複
数
の
宗
教
が
融
合
、

複
合
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
融
合
の

度
あ
い
は
日
本
の
「
神
仏
習
合
」
よ
り
も

深
く
、
濃
密
に
溶
融
し
た
も
の
で
あ
る
よ

う
に
私
に
は
思
わ
れ
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
さ
ら
に
ダ
ナ
ン
、

ホ
イ
ア
ン
、
フ
エ
の
祠
・
寺
・
廟
な
ど
を

調
査
し
、
面
然
大
士
像
や
白
衣
観
音
像
な

ど
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
れ
ら

に
つ
い
て
は
次
の
機
会
に
述
べ
る
こ
と
に

し
た
い
。

［
注
］

⑴
大
西
和
彦
「
ベ
ト
ナ
ム
の
道
観
・
道
士
と
唐

宋
道
教
」（
野
口
鐵
郎
他
編
『
講
座
道
教
６
ア

ジ
ア
諸
地
域
と
道
教
』
雄
山
閣
、
二
〇
〇
一

年
）。
同「
ベ
ト
ナ
ム
道
教
研
究
史
小
論
」『
ベ

ト
ナ
ム
の
社
会
と
文
化
』
四
、二
〇
〇
三
年
。

同
「
一
八
世
紀
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
儀
礼
文
書
集

に
見
え
る
仏
僧
の
道
士
と
し
て
の
役
割
」『
ベ

ト
ナ
ム
の
社
会
と
文
化
』
七
、二
〇
〇
七
年

な
ど
。

⑵
佐
藤
文
子
「
ベ
ト
ナ
ム
で
見
た
〈
国
史

学
〉
の
足
あ
と
―
弥
次
郎
兵
衛
の
墓
と
黒

板
勝
美
」『
人
間
文
化
研
究
所
年
報
』
八
、

二
〇
一
三
年
な
ど
。

⑶
拙
稿
「
多
度
神
宮
寺
と
神
仏
習
合
」（
梅
村
喬

編
『
古
代
王
権
と
交
流　

４
伊
勢
湾
と
古
代

の
東
海
』
名
著
出
版
、
一
九
九
六
年
）。

⑷
伊
東
照
司
『
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
美
術
入
門
』
雄

山
閣
出
版
、
二
〇
〇
五
年
。

⑸
ハ
ノ
イ
歴
史
研
究
会
「
知
ろ
う
ベ
ト
ナ
ム
！　

鎮
国
寺
」（http://hanoirekishi.w

eb.
fc2.com

/chinkokuji.htm
l

）。

⑹
二
階
堂
善
弘
『
中
国
の
神
さ
ま
』
平
凡
社
新
書
、

二
〇
〇
二
年
。

⑺
窪
徳
忠
『
道
教
の
神
々
』
講
談
社
学
術
文
庫
、

一
九
九
六
年
。

⑻
こ
の
説
話
に
つ
い
て
は
、
注
４
伊
東
照
司
著

書
。
石
井
公
成
「
ベ
ト
ナ
ム
の
仏
教
」（『
新

ア
ジ
ア
仏
教
史
一
〇　

朝
鮮
半
島
・
ベ
ト
ナ

ム　

漢
字
文
化
圏
へ
の
広
が
り
』
佼
成
出
版

社
、
二
〇
一
〇
年
）。
私
た
ち
は
グ
ェ
ン
・

ク
ォ
ッ
ク
・
ト
ゥ
ア
ン
院
長
か
ら
報
告
の
中

で
こ
の
説
話
に
つ
い
て
う
か
が
っ
た
。

⑼
伊
東
照
司
注
４
著
書
に
「
法
雲
寺
の
伽
藍
配

置
」「
法
雲
寺
の
中
心
部
、
仏
像
な
ど
の
配

置
（
一
九
九
三
年
当
時
）
の
二
図
が
掲
載
さ

れ
、
有
益
で
あ
る
。
た
だ
、
二
〇
一
五
年
九

月
の
仏
像
の
配
置
は
少
し
変
化
し
て
い
た
。

⑽
寧
福
寺
の
歴
史
、
彫
刻
、
建
築
に
つ
い
て
は

伊
東
照
司
注
４
著
書
。
現
代
の
寧
福
寺
の
活

動
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
ム
・
テ
ィ
・
ト
ゥ
・

ザ
ン
「
現
代
の
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
」（
注
８
『
新

ア
ジ
ア
仏
教
史
一
〇
』
所
収
）。

⑾
伊
東
照
司
注
４
著
書
。

⑿T
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hi N
ga
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